
一
◆ヽ

そ
良
.

芸
イ

∵

∵
ア

箪
滅

ご

遥
ギ
.

才

一

一望
三⊥轟

'

_棄

壷

一

層
済
腰
動
の

構
造
分
析
に

屈
す
る

畳

草

荒

寮
′

拾

廊

,
一

九

四

九

年
の

論
文
で
､

レ

オ

ン

テ

ィ

フ

は

自
己
の
■
理

論
饅
系
が
､

単
に

執
畢
的
投
入

産
出

表
の

分
析
に

留
ら

ず
､

例
え

ば
ス

J

タ

ク

)l

の

時
間
的
襲
化

率

諾
し

く
ほ

欒
化

量
を

も

考
慮
に

入
れ
た

動
畢
健
系
に

ま

で

蹟
張
せ

ら
■
畠
べ
､
き

可

能
性
を

指
摘
し
て

ゐ

和
｡

こ

れ

は
フ

∵

サ
,

シ

ュ

流
の

嘉
的
動
畢
及
び

㌃
エ

ル

ソ

蒜
の

倣

層
警
に

封
レ

て
､

雇

喜
連
の

動

募
析
と
い

ふ

;
の

興
味
あ

る

問
題

∵
考
示

唆
し

て

ゐ

る
｡

こ

こ

で

分
析
し

…
す
る

問
題
は

す
に

軒
数
の

芸
卜

竺

還
度
の
■

芸
､

第
三

㌢
一

㌃
理

論

臥
し

漕

∴

襲
動
理

論
を
､

動
畢
的
レ

オ

ン

テ

ィ

フ

饅
系
の

基
礎
の

上
に

立
つ

て

分
析

す
る

こ

と
で

あ

る
｡

第
一

の

問
題
は

既
に

甲

声

p
U

O

賢
1

甘

り

剛

.

∵

に

よ

つ

て
■
彫
壊
さ

れ
､

蓬
つ

た

形
で

J
･

00
･

C

富
m

呂
に

よ
つ

て

分
析
さ

れ
て

ゐ

る
｡

第
二

の

問
題
は
､

後

身
方
程
式
の

偉

系
で

P

.4

ヽ

■

計

を
β
∽

に
■
よ

つ

て

採
上

げ
う

れ
､

有
意

義
な

辟
繹
軒

典
え

ら

れ

恕
｡

以

†
の

分
析
は
､

此

れ

ら
の

所

論
を
､
跡

付
け
､

更
に

構
造
噛
襲

r

■
動
琴
希
に

警
ノ

を
一

つ

の

賢
曹
を

票
す
る

こ

と

を

目
的
と

す
る

あ

言
る
｡

■,

■-

の
..

声

訂
｡

呈
阜

.

表
芸
ロ
イ

U

㌢
e

首
m

邑
:
ロ

昏
e

翌
日

身
｡

:

喜
r
i

邑

邑
旨
-

曽
-

邑
昌
賢
勺
払

ヾ

■■
A
日
¢
.

男
U

〇
.

押
e

ま
①

弓
〉

巨

竜
二
丁

窒
や
.

宅
一

N

-

-

-
N

き
+

βJ7

痕

済

葡
の

帯
遺
骨

析
に

湘
す
る

尭
書

>
て



∴

■
着
∴

麓

空
手
尭
葛

′

の

′
声

声
･
¢

告
賢
1

ぎ
へ

入

声
｡

一蜜

旨
首

富
叫

琴
■
琵

ぎ
訂
3

ヾ

野
や

】

き
1

冒
-
一

日
e

｡
･

こ
窒
や

も
p

訟
γ
1

思
ぃ
●

､

､

㌔
臼
0

訂
t

F
e

E

邑
ユ
粥

g

已
t

i

嘗
O

H

O
臥

已
】
-

賢
e

て
､

肖
0

〇
.

-
0

亡
r

ガ

阜

ロ
e

?
〉

-

諾
○
-

や
ゃ

宗
キ

ー
ヨ
〇
.

/

桝

l
■

S
.

C

E
旬

日
甲
ロ

∴
-

勺
r

O

訂
¢

冒
1

の
0

0

a
d

エ
ロ
､

m

呂
邑
ユ

㌍
琵
已
t

首
-

首
て

､

冒
F

-

｡

弓
日

阜

ロ
e

P
-

-

誤
○
-

ヤ
ア

諾
阜

-
宗
㌢

′

､

､

､

-

｡

づ

訂
.
g
已
t

i

･

哲
O
t

O
M

E

已
已

嘗
e

て
√

E
口

中
ロ
○

臼
e

琵

声
0
0
t
.

-

-

¢

旨
.

等
､

訟
切
.

-
当
♪

一
仲

口

写
i

8

巳
p

弓
打
】

日

ぞ
一

品
○

旨
①

の

旨
d

琵
0

日
の

○
巾

巳

g
岩
e

O

呂
0

邑
口

嘗
p

豆
】

芹
y

､

-

冒
O

g
m

各
i

旨
}

O
c
t
.

こ
也

恵

も
勺
.

ぎ

ア
山

N

N
.

-

､

､

呂
打

芦

A
.

翌
日
○
ロ

㌔
宅
O
t

e

‥

ぎ
ヨ
e

n
O
]

邑
琵
呂
㌣
が
巾

琶
苫
3
e

8
H

古

邑
n

哲
p

冨
山

t

て
､

E

8
日
O

m
e

t

ユ
ロ

p
-

C
D
t
.

-

-
∽

長
¢
}

勺

ワ
N
-

岩
1
N

念
.

息【8

発
一

章

動
畢
的
乗
数
の

構
造
理

論

無
時
間

的
で

為
り

マ

ク
占

的
で

あ

る

ケ

イ
ン

ズ

の

乗
数
理

論
は
､

動
畢
他
の

方

向
に

封
し

て

幾
多
の

展
開
が

行
は

れ

て

凍
た
｡

し

か

し

動
草

体
の

過

程
を

迫
勺

な

が

ら
■､

更
に

こ

れ
を

産
業
間
の

構
造
理

論
に

結

付
け
よ

う

と

す
る

試
み

は
､

極
め

て

最
近
の
■
こ

と
に

し
か

過
ぎ

潅
い
｡

青
々

は

主

と

し
て

ダ

ブ

下

ウ

イ
ン

の

所

論
に

従
つ

て

分
析
を

進
め

る

が
､

マ

ク
ロ

的
乗

数
理

論
で

は

解
明

す
る

こ

と
の

出
爽
た
い

■

卦
晶
特
餅
､

熟
達
的

露
理

論
に

よ

つ

て

始
め

て

明

白
に

せ

ら

れ

得
る

こ
■
と
を

旬

看
で

ぁ
ろ

う
ぺ

.

今
､

政

府
及
び

国
際

貿
易
を

拍
象
し

た

犯

偶
の
■
産
業
部
門
を

憩
定
し
､

各
部
門
は

夫
舟

単
一

の

財
を

生

産
し

靡
賛
す
る

も
の

と

仮
定
ナ

L一一
ヽ

ヽ

<′′ビ
∵

.

攣
■.

∴

㌔

㌔

ぎ
▼∵
峯

■
■■

-

㌻
夢

ト

こ
′

†

き

■L
卜

し

■㌢

′

二

■
賢

ナ

㌻
∴

′
∴

松

草

▲

∵
丁

∴

■ゝ

∴

芋
､



嶺

∴
ラ
一

軍

ぎ

る
｡

但
七

軍
役

部
門
は

家
計

部
門
で

あ
る
｡

部
門
を

示

ナ
に

添
字
を

以
つ

て

し
､

更
に

記

競
を

次
の
■
様
に

定
め

よ

う
ぺ

一
｢
抑

制

第
･

各

部
門
に

お

け
る

賓
上

高

■

∵

叫
附

琴
㌢

部
門
の

夢
色

部
門
へ

の

支
出

高

.
二
叫

=

琴
J

部
門
切

琴
各

部
門
へ

の

限
界

支
出

係

敦

■

■
如
--

琴
ノ

部
門
の

虜
･

各

部
門
へ

の

定
常
的
支
出

高

′

以

下
に

お

い

て

青
々

ほ
､

考
察
せ

ら

る
■
べ

き

期
間
に

苺
つ

て

凡
て

の

限

界
支

出
係

数
が

不

愛
で

あ
り
､

吏
紅

凡
て

の

封
外
支
出

係
数
が

非

負
で

あ

り

人
倉
し

肘
○

)
､

野

内

支
出

係

数
に

関
し
て

ほ

(

-

-

ぎ
∨
○
}

ぎ
Ⅳ
○

)

が

成
立

す
る

と

前
捷

す
る
｡

放
て
､

或
る

期
に

お

け

る

各
部
門
の

葉
上

収

入
が
､

一

期
前
①

他
部
門
か

ち
の

親
政

入
密
把

等
し
い

も
の

と

億
定
す
れ

ば
､

次
の

連

立

方
程
式
を

得
る
｡

■

､
■

(

=
)

■

暮
土
)

=
h

習
写
(

予

㌢

一

■､
ぷ
ー

■

簡
単
ぬ

為
に
､

マ

ー

ク
ブ

ク

ス

及
び

列
ヴ
ュ

ク

ー
.

ル

を

次
の

壕
に

定
義
し
ょ

う
｡

′

.

(
軋

-1
-
.

N

＼

…
･

も

､
【

且

虫
-

-

Q
-

坤

‥
.

白
-

講

白

告

辞

琵
‥
.

白
地

ぎ

Q
詩
-

Q
さ
申

…
良

さ

さ

一石‾盲一首
＼

芦 ト○

､
■▲

(
‥ 一

( (
t ､

く■h 亡
･
l■

- ) ＼
.
タ )

＼ J

Q }

ll

海 商 さ

も
.

亀
.
も

.

､
- ･

-
- -

-
一

J

▲
与‾_
十

)

か

く
し
て

叫
或
は

攻
の

梗
叱

略
記
せ

ち

れ

る
1

旦f合

寮
渡
瀕

中

林
遵
矛
析
に
.
琳
,

を
者
書



琴
線
■
叢
■
∴

鼻
一

一

千
木

琴
.
革
喜

好■乍

▲

(

-
L

b

)

貫
エ
T

こ
=
【

且
貫
〇
＋
中

謝

こ

れ

は

罪
岡

爽
線

垂
の

一

■
階
建
美
方

程
式
で

あ
る
｡

所
で
､

一

般
に

非
同

乗
定
差

方
層

式
の

解
は
､

そ
′
の

同

東
方
程

式
の
一

般
解
と

特
殊

件
の

舟
と
し

て

競
走
さ

れ
る
｡

従
つ

て

先

ず
､

讐

〇

王
)

旦
(

〇

昔
な

る

が

如

き
特

殊
解
を

求
め

る

な

ち

ば
､

ク

ラ

マ

ー

の

公

式
よ

り

∵

(
-
･

ひ

)

瞥

=

ゝ
㌔

』

■

′

(

㌣
n

-
･

P
…
:

已
･

忙

よ

つ

て

輿
え

ら

れ

る
｡

故
に
､

れ
は
マ

イ

ワ

ッ

.
ク

ス

【

T
且

の

行
列

式
で

あ

り
ヾ

血

は
d
の

夢
色

列
を

ザ
ェ

ク

ー

ル

も

で
.
麿
換
し

て

.
ゝ

)

薄
ら

れ

る
■
行
列

式
を

示

し
て

ゐ

る
｡

1
･
3

式
を

再
び
･
て
r

ク
ッ

ク
.
ス

記

競
で

表
示

す
る
.
た
ら

ば

′
■
l
ヽ

(

言

苛
l

千
早
一

世

■

■

∵

に

略
記
せ

ら

れ

る
｡

次
に
､

同

東
方
程

式
の

一

般
解
は
､

一

應
形

式
的
に

は

ー

､
"

. ■
(
-

■･

普

5
(

〇
=

M

ぎ
ぎ
什

-

-
-

+

の

瀬
で

輿
え

ら

れ

る
｡

こ

こ

紅

払
は

初

期
條
件
に

よ

つ

て

決

定
せ

ら

れ
る

常
数
で

あ
り
､

∴

食
に
･
せ

告
+

こ
)

=

遥
(
札

)

と
し

て

得
ら

れ
る

特
性

行
列
■の

行
列

式

(
丸

=
-
.

㌣
…
‥

芦
)

/

叫

牡

坤
式
の

右
連
方

毒
ヴ
ュ

ク

t

ル

と

し

た

場

.､
′

l

■

(

-
.

e

一
ゝ
(

g
)

…

〓
ま

-
b

エ

ロ

､g
-
斡

ニ

ー
白
-

拍

…

≡

-
Q
-

さ

一
袋

畏

ま

ー
串

琵
:

:

‥

I
Q

ぎ

ー
.

白
き
ー

一
点
○

品
:

‥

‥

g

■
持
さ

さ

〓
‖

○

＼
l

ノ

に

よ

つ

て

決

定
さ

れ

る

叔
で

あ

る
｡

再

び
1 ･5

式
を

マ

ー

ク

ブ

ク
ス

記

放
で

示

す
な

ら

ば
､

(

■
(

-
.

〇

)

バ
〇

附
【

丑
e
←

卜

∴

声

∴
撃
∴
■

亀
■一+ヤ
㍉

卓

∴
･

妄
∴
■

∴

丁
?
∴
∵

.

㌢

∵

､

が

∫

+■秘
■
㌔

■
㍉

ニ

∵

レ

軽
■.
ミ

≠ -
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呼

､

濾

∵
ブ

や
し

･
ザ

澤
竿
∵
ヂ

ぺ
畢
羞
濁
せ

三i;垂

＼

上

で

輿
え

ら

れ
る
｡

か

く
し

て

1 ･2

式
の

完
全

な

解
は

′
-
1
ヽ

･■
(

-
一

加

}

叉
〇

=
.【

T
且

上
平
十
【

丑

早

千

と
た
.
る
｡

鼓
に

凹
は
一
芸
ハ

の

単
位
行
列
で

あ
る
｡

∵

放
て
､

一

見
し

て

明

か

た

棟
叱
､

時
間
`

に

封
し

て

㌦

た
る

型
の

連

動
は
､

伽

の

患
封
億
が
一

′
よ

り

小
で

あ
る

時
に

は

安
定
で

あ
る
｡

ヽ

ノ

■
讃
し
此
の

催
件

が

み

た
さ

れ

て

ゐ

る

と

ナ
れ

ば
､

∽

式
の

右
漣
の

第
二

項
は
､

時
間
の

経
過

と

共
忙

漸
次

零
に

牧

赦
す
る

で

あ

ろ

う
｡

従

J

l

†

■
う

て

言
一

<
-

な

る

が

如
き

傑
傭
を

輿
え

私

こ

と
が

問
題
に

滴
る
｡

､
-

■

今
､

▲

比

較
的
壌
や

か

な

制
限
と

し

て
､

凡
て

の

部
門
に
■
ぉ

折

る

親
支
出

係

滴

噌
こ

n

き

曾
-
･

N
･

…
も
.
が

悉
く

言
り

小
で

雪

と

仮
定
t
よ

シ
｡

此
の

場
合
に

は

■

｢
即

が

行
列

H
の

固
有
億
で

あ

り
､

α

が

列
の

元

素
の

蔽
封

億
の

和
の

最
大
の

む
の

で

あ

り
､

且
つ

β
が

行
の

元

素
の

転
封

値
の

和
■
の

′

.

密
大
ゐ

も
の

で

あ
る

な
ら

ば
､

､
-

(

-
.

ヱ

一

三

肌
言

文
声

吾

3

若
山
一

書
一

軒

月

)l(

が

成
立

す
る
+

-

_

､
-

3
1

吉
山
一

ぎ
+

n
包

む

C
-1
-
.

P
…
･

菖
)

(
軋

=
-
.

㌣
…
‥

声
)

羊
と

が

知

ら

れ

て

ゐ

る

か

ら
､

漁
支

出

係

数
が

凡
て

｢

よ

り

小
で

挙
る

と
い

ふ

億
虐
{

ダ
ブ

下

ウ
イ

ツ

の

償
定
)

の

下
で

は
､

連
票
は

必

妻

+

ず
安
定
で

あ

る
｡

■
ヰ

■

ノ

､

■
無
菌
襲
勒
匂

幕
藩
倉

薪
に

甜
す
る

患
者
㌧

丘ほJ



?

革
■■
幹

▼■■
ポ
し
五

言

そ
更
に

僚
舟
を
艶

め
､

高

三
偶
の

部
門
の

級
支
出

係
数
に

し

て
一

よ
･
り

小

な
ら

ば
､

依
然
と
し

て

上

述
の

象
受
像
件
ボ

ヽ
ノ

革
足

孟
る
二

■

言
霊
書
と

が

串
兼

る
■

言
ろ

ケ

?

此
れ

考
京

す
た

恩
､

乗
ず
初

期
條
件

懲
ら

担
聾
し
､

壷
夷
反

復
的
に

芙
C
､

■
異
心
)

∴
:

‥

の

蓬
動
を

求
め
る

た

ら

ぼ
､

∴

喜
.
■

吾
･･
【

冨
･

ミ

十
…
ニ

キ
上

三
貴
｡

)

＼

畢
得
る
｡

若
し
､

i
撃
と

共
に

【

且

∫
[

且

と

革
る

た

ら

ば
､

命
題
は

芳
明

せ

ら

れ

た
こ

と

と

な
る
｡

今
､

【

与
エ
む
と

し
一
よ

う
｡

達

さ
)

▲
苛

(

T
-

)

■
3

(

T
l

-

)

こ

れ

牢
任

寒
の
･

各

列
に

つ

い

て

展
開
す
れ

ば

皆
曹

=
(

曾
-

)

ぎ

†
…
⊥

ス
小
倉
き

)

ぎ

と
な

る
｡

所
で
､

各
列
の

親
和
の

与
リ

ー

ー

一

道

(

〇

a

(

､

-
-

)

得
る

上
限
値
を

α

と

す
れ

ば
､

少

く
と

も
+

つ

の

列
に

つ

い

て

芸
り

も

小

な
る

親
和
が

存
在

す
る
｡

従
つ

て

曾
言

<
Å

曾
宗

)

､

-

～

■
が

要
し

募
れ

ば

た

富
℃

警
に

を
賢
故
､

如

鉛
八
沖

む
丁
.
)

徒

手
三
八
丁
】

て

表
成

掌
る
｡

.

ふ
任
意
の

鼓

､

り

札

､

■
息
を

と
ケ

希
る

か

ら
､

昔
々

の

命
題
も
亦

澄
明

せ

ら
れ

た
｡

か

く
し

て

女
式
を

得
る
｡

∴

へ

⊆
)

■

ほ

言
上
T

キ
ぷ

長
瀬
マ

ク
ワ

的
乗
激
理

論
に

お

い
■
で
､

限
界

滑
費
性

向
の

言
り

小

な
る

こ

と

が
､

経
済
健
系
の

身
定
條
件
で

あ

る

こ

と

と

封
應
す
る
｡

■ヽ
ノ

＼

＼

苦
言
し

て

明

か

垂
様
に
､

■

晋
宗
教
理

論

扁
知
の

｢

帝
支

出
の

稚
頼
的
注

入
の

乗

数
教
具
+

と

著
し

ヤ

琴
似

菅
井
つ

て

ゐ

る

′

-

ヽ

戯狩

か

ら
､

吾
々

は

行
列
【

丁
且

ユ
､

妄
動
畢
的
行
列

乗

数

d

苫
幹

邑
邑
2

蔓
打

ヨ
已
t
i

旨
e
り

と

名
付
け
る

こ

と

が

町

衆
る

で

あ

ろ

う
｡

′

ユ

ー

ノ

ヾ

ヽ

ヽ

■
顔
で
､

義
教
の

マ

ク
p

分
析
に

お

い

て

想

定
さ

れ

て

ゐ

る

様
に
､

如
が

常
に

単
調
に

召
｡

邑
邑
邑
叫

定
常
水

準
に

接
近

す
る

可

能
･

牲
は

保
琵
さ

丸

る

で
､
ぁ

ろ

う
か
｡

昔
々

は
二
■っ
の

面
か

ち
､

此
の

こ

と

が

不

可

能
で

あ

る

こ

と

を

知
る
叫

､

ノ

ヽ
ノ

∵

弟

毒
､

任
意
の

初

期

賢
に

封
し

て
､

諾
の

特
性
根

芸
中
に

負

要
は

葉
根
の

霊
す
る

時
に

は
､

怒
時
間
径

路
は

振
動

藤

一

†

′
l
ヽ

･
L

革
■■■∵
㌢

′ノ
㌢

.

車

去
?
､

丁

■一-

∵
ぎ

∴

r

∵
を

▲■

ご

■

ご
■一

こ
㌣

-小

㌔
㌧

㌻

㌢

㌻
■

.

■

∵
才
∵
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苛

ノ
考

㌧

ポ

ア
∴

?
や
∵

弟

こ
七
+
や

ゃ

華ヾ

rヽ

二三計

L

一

〃

そ
号
簸
れ

た
ト
. ｡

今
､

満

員
の

各
■
元

素
が

凡

を
雲
と

し
よ

う

濁
列
の

或
る

瑠
が

是
甘
に

牡
､

■

吾
㌢
様
に

凄

責
門

音
字
れ

ぼ

可

讐
■
卦

る
)

9

此
の

"

署
に

彗
て
こ

ま
の

羞
窟
用

さ

れ
､

優
根

監
の

墓
で

畢

瞥

雪
芸

濁
音

芸

攫
で

竺
よ

㌃
な

壷
㌻
る

滋
っ

て
､

濁
る

時

警
適

う
と

歪
の

作
用
軒

無

琴
る

こ

と

が

出

来

積

雲

)

㌢
｡

然
し

な

邪

ら
､

. 〇

時
鮎
に

近
い

段

階
で

偲
､

負
又

は

履
素
数
の

劣
根
が
､

あ
る

び

ほ

ぃ
の

革
調
運
動
を

疲
壌
す
る

か

も
.
知
わ
た
い
｡

y

こ

れ

は
マ

ク

品
乗

数
理

論
で

蒜
明

す
る

こ

ト
の

出

雲
い
､

そ

し
て

層
造

崇
数
理

論

告

晶
め

て

層
と
せ

ら

れ

る
息

車
で

あ

も
｡

)

】

二

つ

の

産

業
部
門
の

巷
合
に

つ

い

て
､

数
字
例
に

ょ

つ

て

槍

許
し

土

う
｡

u

式
に

次
の

形
を

輿
え

る
+

∴

∵

(

=

三
洋
書

芸
望

素
平

(

/

ヰ
､

定
常
麦
田
を

封
=

筈

也

≠
N

O

と

凄
け
ば
､

-

ロ
(
札

)

ル
b
N

h

＋

p
(

〇
.

呈
如

)

㌣

十

♪
(

1
〇
一

望
N
)
印

】

式
缶
円
}

望
十

空
い

こ
畠
)
(

〇
･

冒
N

)

｢

只
-
･

宏

美
十
〇
･

N

畠
)
小

)

J

■成

東
め

ら

れ

る

義
解
で

あ
る

?
q
G

に

し

て

決

定
き

れ

れ

ば
､

害

そ
は

所

望
の

抑
の

題

警
哀
め

る

こ

と
鮮

由
来
る
｡

例
え

ば
へ

甘
-

○

)

曾
U

N

と

し

準
る

歩
合
の

町
の

素
路
を

示
せ

ば
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(
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一

千
癖

壷
轟
■∴

象
ニ

ナ

券
窟

一
山

纂
主

幹
も

1

妄
り
､

草
詞
に

蓬
動
は

定
常
僻
に

吸

飲
す
る
｡

然
し

乍
ら

例
え
ば

q

甘
b

去
打
-

｡

と

し
■
た
る

場
合
の

蓮
動
は
､

+

●

■
札

○

-

N

ひ

中

山

‥

■

8

(

七

⊥
即

器
…

…

)

(
…

莞
営
約

芸
㍑

芸

苧
⊥
甲

切

型

を

と
る
｡

即
ち

初

新
保
件
の

如
何
に

よ

つ

■て
､

■

若
干
の

期
間
に

亙
■つ
て

振
動

を
不

す
｡

而

も
初

期
僚
件

は

負
の

数
億
も

と
り

得
る

か

ら
､

例
え

ば
､
p
=
. -

-

9
=

よ
○

に

封
し
て

牡
､

＼

h

O

-

N

■

山

一

h

■

8

∵

喜
(

望
N ｡

器
)

(

…

営
鷲
営
㍑

丁
⊥
…

甲

■の

如
き

可

成
れ
の

期
間
に

亙
る

振
動
の

可

能
性
が

存
在
す
る
｡

■

琴
一

に
､

よ

ぅ

重

要
な
■
こ

と
は
､

健
系
が

臥
に

均
衡
に

あ

り
､

壷
常
的
支
出
の

マ

ク

ロ

的
瀾
真
に
■
は

欒
化
が

な
い

場
合
に

も
､

倫
振
動
J

)
.

初

可

能
性
が

存

彗
ノ

る
■｡

そ

れ

は

ぇ
出

席
成
の

墓
T

に

襲
動
の

生

ず
る

貸
合
で

あ

る
｡

例
浩

ぼ

〓
の

場

令

望
い

て
†

少

量
也
㍍
品
○

の

下

町
､

既
に

均
衡
水

準
紅

到
達
し
て

ゐ

た
と

職
安
し
ょ

う
｡

今
､

そ
の

親
額
に

は

襲
化
が

な

く
+

由
-

=

冒

由

詣
旨

払

そ

の

構
成
が

欒

任
し

た

と

す

声
｡

そ
の

時
の

系
列
は

次
の

薇
に

た
る
｡

札

○

-

加

ゎ

中

山

8

■
二
(

㌣

二

貰
)

(

賢
器
)

(

黛
や

⊥
…

帥
州

)

一
鹿
の

掃
儲
は
､

表
に

親
債

分
析
で

は

傭
決

す
る

こ

と
の

出

雲
い

産
痺
の

襲
動
が
､

構
造
そ
■の

も
の

の

教
化
に

よ

つ

て

生

じ

得
る

こ

と
蜃

-

卜

浄

㌔
た

ー

【臣
J

㌣

転
∴
-
ピ
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チ
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一

千
橋

革
叢

東
二

十
六

巷
七

草
三

ば
､

摩

韓
髄
系
は

最
早
､

生

産
所

称
の

時
間
的
襲
化

率
､

従
つ

て

加
速
度
因
子
の

作
用

か

ら

昧

鶴
立

た
サ

希
な
い
｡

此
の

章
で

仕

二

應
､

乗
数
の

時
間
構
造
､

従
つ

て

支

出

チ
ッ

グ

を

問
題
の

祓
野
の

殊
に

お

き
､

加
速
度
原
理
に

伴
ふ

産
業
間
の

結
合
陶
係
を

検

討
し
ょ

う
｡

記
故
に

つ
′

い

て

望
型
軍
■
の

ま
ゝ

に

し

て

置
き
､

定
常
支

出

■
ぁ

に

崩
し

次
の

方
程
式
を

仮
定
す
る
｡

･

＼

認

諾

,
,

(

N

と

･

M

ぎ
=

M
か

ミ
十

M
冬
こ

､

--
-

､

肘
-

､

拝
-

(
軋

=
-
.

N

＼

…
･

已

鼓
収

払
は

琴
ブ

部
門
の

生

産
所

得
の

欒
化

率
に

應
ず
る

琴
ブ

部
門
か

ら

夢
色

部
門
へ

の

支
出

高
､

れ

従

?
て

革
も

葡
門
か

ら

第
.

J

部
門
へ

の

資
本
財
の

供
給
顧
)

を

示

し
､

如
は

前
章
に

お

け
る

払
と

同

棲
に
､

時
間
を

通
じ
て

コ

ン

ス

タ

才
一

な
■
る

支

出

膚
を

示

し

て

ゐ

る
｡

今
､

)
■

㌻

乱
斡

き
し

と

す
れ

ぼ
､

l ･1

式
虹

封

し
て

次
の

方
程
式
が

得
ら
れ

る
｡

(

3

苫

ミ

(

N

曽

貫
こ

韻
毒
(

モ
呼
東
予
M
事
十

-

-
-

薪
ら

し

く
行
列

及
び

列

ヴ
ェ

ク

ー

ル

を

)

と

規
定
す
れ

ば
､

2 ･2

式
は

次
の

療
に

略
記
さ

れ

る
｡

′
l
l
､

(

巳
)

.

呆
こ

--

∑
さ
)

＋
[

且

叉
≠

)

＋
乱

此
れ

は

非
同

爽

線
型
の
一

階
検
分
方
鮭
式
で

あ

る
｡

(
丸

u
-
.

㌣
…
‥

已

騒

.

∵

r

■
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㌣
賢

軽
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㌣
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㌔
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濁

､

沼

了

表
∵

甥

ぜ
ヤ
㌔

常

幸
･

ヰ
壷

ギ
表
■ノ

?
∵

二
≠
苧
斗

寸

睾
こ
譲

▲

芸
∴

ポ

)
一

位
て

周

題
の

虚

撃
方

法
は
､

大

嘩
定

美

方
程
式
系
と

同

優
に

な
し

得
る

か

ら
､

彗
ノ

和
式

よ

り

ぎ
)

什
｡

た

嘉
如

睾
特

盃
川

軌
を

求
め

る

た

ら

ぼ
､

ク

ラ

マ

ー

の

公

式
に

従
つ

て

･

(

N

ゝ
)

甘

=

b
恥

盲

(

軋

=
-
,

N
-

:

…
･

已
､

)

を

得
る
｡

鼓
に

カ

は

[

T
且

の

行
列

式
で

あ

て
仇

ほ
刀
の

革
も

列
を

ヴ
ュ

ク
.
-

ル

d

で

昏
換
し
て

得
ら

れ

る

行
列

式
で

あ

る
｡

加

式
(

を
再

び
マ

ー

ワ

ッ
′

ク

ス

記

紀
で

表
示

す
れ

ば
､

次
の

如
く
な
る
1

メ

…

㍑

町

川
【

ト

ー
且
.

.

丸

岡

攻

方
程
式
の
一

般
解
は

ヾ
q

(

ド
か
)

呵
-

--
(
≠

)

山
中
こ

血

と
巾

､

H
-

(
軋

=
-
.

㌣
‥

…

も

に

よ

つ

て

輿
え

ら

れ

る
｡

故
に
､

如
は

初

期
條
件
に

よ

つ

て

決
定
さ

れ

る

通
常
な

常
数
で

あ

り
､

て

簡
ち

れ

る

特
性

方
程
式

､

＼

ノ

ー

ホ
は

郎
式
に
＼

さ
)

H

訂
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を

代

入
し

合
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-
㌢

忌
柑

･

_

…

-

ぎ
ー

1
㌢
Q

已
･

-

ぎ
岨

卜
}

君
嶋

:

…

-
Q
-

さ

ー
㌢
Q
-

さ

…

-
居
き

-
y
〇

首

‥

-

-
白

雲

-
㌢
Q

蓄

u
R

O

ヽ

ノ

か

ら

溌

定
さ

れ

る

特
性
棍
で

為
る
｡

再

び

神
式
を
マ

ー

ジ

う
ク

ち
で

表

示

す
れ

ば
､

′
■
l
ヽ

■
{
･ ､

ぶ
)

}

バ
≠

)

=
【

知
]
缶

ぷ

ヽ

■

ノ

の

形
に

略
記
さ

れ
る
■ ｡

か

く
イ

由
濁
の

義
解
は
､

干

ヽ

涛
蘭

畢
の

■
清
適
分

析
.に
漉
す

季
発
育

･ 轡

′

ご
+

､

ノ

′
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項
が

零
に

吸

飲
す
る

為
に

は
､

凡

型
の

運

動
は
､

指
数
入

が

負
の

資

周
知
の

フ

ル

ク

ィ
ア

ツ

の

條
件

に

急a 9

の

脛
靖
的
意
味
を

尋
ね

よ

う
｡

ら

∴

賢

∵

∴
■転

L

.

.

■
㌔

.
や

て
■
ご
こ
き
丁
エ



撃
撃

孝
∴

て

濾

ぺ
)

や
■革
■

?
ヂ
頂

て
声
∴

争

∵

て
む

‥
戟

千

丁 単

二

､
二
‾‾

一
斗

蛋
≠

上;一戸‾

畢

賓‾

態
㌔

㌧
･

旦
Q ｡
…

拉
.
＋

エ
㍍

指
ニ

ュ
郎

聖
上
紺

拉
豊

宙
｢

ぎ
ー
ー

ーー

㌻
<
○

き
こ

=
p
こ

-V
O

今
+

㍍

の

儒

教
を

常
に

正

な

ら

し

め
る

為
に
､

商

連
を

る

傑
件

は
､

+

Q Q
…

‥

…
…

…

一
で

際
し

て

お

く
な

ら

ば
､

摩

臍
が

安
定
で

あ

る

焦
の

必
要
且
つ

充
分
な

(

呂
)

君
口

二

㍑

拉
十

語
≡

＼
語
…

音

′

が

成
立

す
る

こ

と
で

あ

る
｡

前
提
に

よ

り

払

及

び

砧

は

必

ず
負
で

あ

る

か

ら

分
子

は

負
､

従
つ

て

又
､

分
母

も

負
で

な
け

れ

ぼ

な
ら

な

い
｡

邸
う

′

▲
{

墨

汁
…

･

甘

所
で
､

任
意
の

行
又

は

列
の

各
元

素
に
､

封

癒
す
る

他
の

行
文

は

列
の

各
元

素
を

加

え

て

出

来

た

行

列

式
は
､

元
の

行
列
式
と

等
倍
で

あ

る

か

ら
､

/

∴

豊

平
雷

や
蓬

甘

が

成
立

す
る
｡

き
ー

＋

署
=

ぎ

言
十
缶

㌃

=
Q
柑

と

す
れ

ば

■
■
{
～
.

忘
)

､

倉
＼

倉

-

雷
＼

㌢

∨
○
-

畠
し

＼

e

-

㌻
＼

各

>
○
■

足守β

帝
申

羞
倉



＼

.
芸

名
-

F
町

と

名
付
け
､

そ

の

遵
を
ー

○

溜
巴
叫

8
だ

匂
-

F
的

と

名
付
け
る

な

ら

ば
､

二

部
門

構
造
に

お

け
る

挺

韓
の

動
畢
的
安
定
性
は
､

二
.
L

一

∴

療
∴

革

撃
束
ニ

†
未

着

償
ニ
ニ

■蛍

■

∵
■
/

て
,

ご

と

な

る
｡

此
の

不

等
式
の

意

味
す
る

廟
は
､

各
部
門
■の

垂
木
支

出
は
､

門
の

資
本
財
に

射
す
る

支

出

と
し

て

現

ほ
れ

る

と
い

ふ
■こ

と
で

あ
る
｡

自
己

内

資
本
財
に

警
ノ

る

支

出

吉
も

喜
多
い

比

率
で
､

他
部

卿

′
”
り(

.

か

か

る

状
態
を

声
-

キ

ン

ス

に

従
ひ
､

資
本
財
需
給
の

t

首

ぎ
ー

叫

つ

の

産
業
の

間
に
､

資
本
財
需
給
に

関
す
る

江
町
F
t
-

?
n

O
d

竜
-
i

n
粥

の

存
在

す
る

時
に

お

い

て

満
た
さ

れ
､

逆
に

そ
の

不

安
定
性
は
､

二

つ

の

産
業
の

間
■
に
■
-

㌻
e
-

y

g

畳
局

外

有

零
す

る

時
に

お

い

て

生

ず
る

と

言

哲
得
る

で

あ

そ
ノ

q

そ
の

意

味
に

お

い

て
､

二

つ

切

部

■弼

門
の

問
に

資
本
の

交
流
を

考
え

な
い
■
マ

ル

ク
ス

再

生

産
表
式
は
､

本
来

的
に

は

不

安
定
な

基

礎
の

上
に

立
つ

て

ゐ

る

と

言
ひ

得
る
｡

仮
て
､

青
々

は

同

様
の

手

続
に

せ

つ
･
て
､

産
業
が

三

つ

以
上

に

区

分
さ

れ

る

場
合
に

つ

い

て

も

考
察
を

進
め

る

こ

と
が

出

来
る

で

あ

ろ

う
｡

然
し
､

､
そ

れ

を
一

般

的
に

意

味
あ

る

定
理

と

し

て

提

出
す
る

こ

と

は

殆
ど

不
可

能
で

ぁ
る
｡

そ
の

場
合
々

々

に

應
じ

た

特
殊
の

限
定

ノ

を

附
t

た

上
で
､

特
性
叔
の

決

定
を

計
ら

な

け

れ

ば
た

ら

な
い
｡

併
し

乍
ら
､

そ
の

故
を

以
つ

て
､

上

述
の

構
造

分
析
が

無
意

味
で

あ

る
､

一

と

概

論
断
し

碧
い
｡

少

く

と

も
､

絶
量
と

し

芸
資
本
が

ど
の

部
門
に

流
れ

る

か

灯

よ

つ

七

曜
帝
の

安
定
性
が

左

右
さ

れ

る

以

上
､

単

に

親
患
だ

け
で

満
足

す
る

立

場
に

射

し

て

は
､

倫
検
討
さ

れ

る
べ

き

多
く
の

も
の

が

魂
さ

れ

て

ゐ

る

上

考
え

ら
九
る
｡

.

.

の

安

井
琢

磨

｢

経
済
的

均
衡
の

郵
畢
的

安

定
健
件
+

顔

済
思

潮

希
九

集
十
三

貫
｡

の

傍

C
O

亡

p

〓

日

g

の

問

題
に

つ

い

て

は
､

一

G
0
0

d

已
β

㌔
U
叫

ロ
p

m
i

召
】

C
｡

亡
H

已

克

己
t

F

E

葛
e

9 .

巴

声
e

訂
岩

冒
e

ど

E
p

旨
又
払

F

p

ま

品
勺

3
d

g
t
i

呂

F
p

粥
の

㍉
〉

E
O

q
ロ

O

m
e
t

r
i

n

p
-

盲
-

ゴ

】

窒
ご

勺

ワ

ー

00

ー

ー
N

O

ヰ

＼

印

都

留

重

人

｢

国
民

所
得
と

再
生

産
+

二

五
一

文
｡

■

巨軒亨立
て
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ヒ

ー
きr J :

坂

か ′

′

軋

∵
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ヰ
､

鴻

湧

∴
-

串
牽

濾
ギ
戦
.

嘩
.

∴

ヂ

車
ふ

＼

鵡

や

■

声
■
顔

･
.

す■

阜′

卓 中

一 ご

鼓

弓■サ

ゝ

率
宰

ヂ
∵

頒
∴
ヰ

∴

骨

や
腰

第
三

章

■
軽

薄
優
動
の

構
造
理

論

放
て

最
優
に
､

青
々

ほ
､

経
済
欒
動
臥

理

論
を

完
結
さ

せ

る

為
に
､

第
二

章
に

お

い

て

保

留
し

て

お

い

た

問
題
､

即
ち

支

払
に

タ

イ

ム

.. ･

ヲ

タ

グ

を

待
つ

た

髄
系
で

の

加

速
度
原
痙
の

作
用
に

つ

い

て

検

討
し

な

け
れ

ぼ

な

ら

た

い
｡

こ

の

為
に

昔
々

は
､

例
え

ば
ヒ

ッ

ク

ス

め

方
法

忙

傲
っ

て
､

加
速
度
原
理
の

作
用

を

定
差

方
■
撞
式
の
■
饅
系
に

切
換
え

る
｡

こ

の

こ

と
は

必

ず
し

も
必

要
な
こ

と
で

は

た
い

が
､

定

差

教
分
の

混

合
形

態
に

伴
ふ

困

難
な

問
題

-
特
に

特
性
方
程
式
が

超
越
函
数
に

た

る

と
い

ふ

問
題

-
を

同

避
ナ
る

た
め

に

も

有
用

た

方

蕗
で

あ

る

と

考
え

ら
れ

る
｡

か

く
し

て

喜
々

の

出

費
と

た
.■
か

基
本
的
方
程
式
は

し

(

P
-

)

叉
こ
T

こ
=
【

且

叉
〇
＋
【

包

含
(
札

)

＋
丸

の
.
形
に

よ

つ

て

輿
え

ら
れ

ろ

で

あ

ろ

う
｡

定
差

法
に

従
び
､

(
い
･

N

)

■

合
(

こ
R

叉
ユ

ー

失
礼

-
-

)

.

)
■

/

■

言
る

か

ら
､

■
糾
式

望
ハ

の

様
に

書
換
え

ら

れ

る
｡

.

(
い

と

芙
エ
T

-

)

=
【

Q

十
且

叉
こ

Ⅰ

∑
芙

T
こ
十
軋

此
れ

ほ

非
同

攻

線
型
の

二

階
定
差

方

程
式
で

あ
る
｡

先

ず
､

叉

芋
-

)

=

叉
こ

=
川

モ
ー

じ
n
矧

な

る

が

如
き

定
常
解
を

求
め

る

な

ら

ば
､

ク
■
ラ

マ

■
-

の

公

式
に

よ

り

･

(

ピ
ー

)

甘

-1

ミゝ

(

叫

=
-

声
･

…
二
･

も

･

や
ー

.■
或
ひ

昧
､

此
れ

を
■マ

t

リ
,ツ

ク

ス

記

競
作
l

藤
済

農
園
切

葡
遺
骨

析
に

園

事
る

集
曹

息3J

∴
←

.■′
ノ

.

∴
へ∵

ノ

与
∴

･▼

■う
｡

■
丁

㌧
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も‾-̀
甥 二

迄
:

一_ 空
こ - ≡

･-
萱翠撃≡誉≡響 き牽雫 妻一芸壷警撃葵琴妻竃-

こ‾ 野 _l 歩-‾_.

匡∴- ▼---
ニー∵ 昌一一

i- ‾
ニ
ュ 二

斗
ユ

ノ
亡 ⊥
こ :‾一こ モふ 三一､

㌘キ

■
千
草
革
草

華
十

干
未
森
▼

■
整
壷

(

岩
)

矧

甘
[

h

-

ご

ェ
丸

､

/

に

よ

つ

て

輿

え
ら

れ

る
｡

潜
に

d

は

行
列

【

ヤ
ー

且

の

行
列

式
で

あ

り
､

血

は
d
の

琴
阜

例
漕

ダ
ェ

ク

ー

ル

♂

に

よ

り

昏

換
し

た
る

行
列

式
で

あ
る
｡

但
し

m
は

芸
.
の

軍

使
.

マ

ト
リ

ッ

ク

ス

を

示

す
｡

■

家
に
､

一

般
解
を

求
め

る

為
に
､

丸

-1
0

と
し

た

る

場

合
の

何

次
方
程
式

(

昌

男
芋

干
[

i
占
山

男

号
【

已

只
T
-

)

甘

或
ひ

は

只
羊
-

)

川
一

月
こ

=
一
拍

只
T
こ

と

想
い

て
.､

一

(
山

と

[

甘
拍

-
(

白

十
Q

)

勺

十

且

吋
バ
≠

)

=

?

)

よ

ぅ

印
を

決

定
し

革
け

れ

ば

な
ら

な
い
｡

■
只
さ
廿
○

で

あ

る

か

ら
､

特
性

方
程
式
が

｡

と
な

る
｡

即
ち

(

㌢
わ
)

呉
勺
)

…
一

せ
柑

-
(

臣

＋
Q

)

勺

＋

三

=

勺

｢
(

ぎ
＋

ぎ
)

勺

＋
Q

〓

-
(

ぎ
＋

雷
)

勺

＋

ぎ
･

…
‥

+
(

袋

旨
＋

ぎ
)

勺

十

ぎ

人
ぜ
＋
Q
旭

-

)

勺

＋
Q

琵

-
(

ぎ
ー

＋

ぎ
)

勺

十

ぎ

七

人
晋
斗
Q

琵
)

勺

＋

草
=

…

人
ぎ
＋

ぎ
)

勺

＋

㌻

人
ぎ
ー
Q

邑
)

七

与
富
1

…
:

勺

F
(

ぎ
十

ぎ
)

や
十

ぎ

=
○

息ま守

此
れ

は

や
に

閲
す
■る
蝕

次
の

多

項

式
で

あ
る
｡

帖

達

一

■
(

昌

男
青
海
盲
ホ

一

或
ひ

は
､

マ

ー

ワ

ァ
ク

ス

記

放
で

表
示

す
れ

ば

)

よ

つ

て

3 ･7

式
の
一

般
席
は

■
′

l
ヽ

(
軋

=
-
.

?
･

…
･ヾ
抑

(

P
-

○
)

】

ゴ
)

=
[

己
一

斗

)

で

あ

る
｡

鼓
に

砧
は

初

期

條
件

に

よ

つ

て

決

定
さ

れ

る

任

意
の

常
数
で

あ
る
｡

か

く
て

3 ･3

の
一

般
解
は
､

(

∵

矩

爵

ち
d

=

∴

′

′臣

‥

妄

r

一

ゝ

㌫

き



】
■
車
重

夢

.
て
濾

瀬
端

一
ザ

∴

て
で
瀾

∵
ず

讃
■
濁

声
■

.

ア

て
ヂ
∵

去
■､■
声

■
て

ご
尊

い

き

■ ■
平

瀬

牛

車

一

(

言
)

叉

予
[

丁
且

⊥

芋
【

書
印

､

と

た

る
｡

ヽ
.

./

て

佐
て
､

壷
に

明
か

に

し

た

様
に

こ
1

8

と

共
.
に

山

式
■の

右
遽
第
二

項

が

零
に

接

壁
す

㌢
と
が
､

此
の

場
合
の

安
定
傑
件
で

あ
る
｡

′

t

そ

れ

は

特
性

凝

P
の

転
封

億
が

凡

ヤ
ー

よ

り

小
で

あ
る

こ

と
に

よ

つ

て

確
保
さ

ぁ
る
｡

そ

し
て

そ

の

條
件

は

既
に

シ

ュ

ー

ア

に

よ

つ

て

輿

n
､

､
t

ノ

え
ら

れ

た
｡

即
ち
3 ･8

式
の

展
開
式

(

長
■

無

㌣
お
Y

竜
+
-

丁
…
＋

字
.

吉
富

の

係

数
よ

う

作
ら

れ
･
る

判
定
行
列

キ

b

某
柏

鞘
十

晋
ー

昏
-

日
付

き

0

0

-

白

冒

⊥

念
き

き
叩

さ

念
苧
1
-

-

0

0

白

冒

白
-

-

b
く8
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ト
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白
は

蕃

○

ノ
O

Q
柑

さ

一
】

白

冒

○

白
地

豆
-
拍

白
旭

ぎ
1
】

Q

ぎ

R
柑

3

思
さ

-

-

白
柑

3

1

柏

-

0

0

○

白

ぎ

宮
守
･

-

ぎ

0

0

▲

ざ
き

白
也

ー

○

白
-

■
-

が
凡

て

正

で

あ
る

こ

と
で

あ
る
｡

然
し

こ

こ

で

シ

ュ

ー

ア

の

條
件

を

持
出
し
て

も
､

一

應
形

式
的
の

こ

と
だ

け
で

あ
つ

て
､

二

階
定
差

方

.
捏
式
の

現

在
で

は
､

高

三
一

つ

の

産
漂
構
造
に

お

い

て

さ

え

そ

の

寒
帯
的
意

味
を
一

般
的
収

束
め
■
る

こ

と
は
､

殆

ど

不

可

能
で
･
あ
ろ

う
｡

∵

但
し
､

構
造

的
疏
鮎

を

持
た
な
い

互

規

約
立

場
に

立
て

ぼ
､

そ
の

特
性
方
程

式
は

も

い
丘
･

･
(

P
-

山

)

■

勺
P
l
(

邑
＋

ぎ
)

勺

十

ぎ
=
0

+

頂
此
れ

溜
芸

慧
で

は
■､

一

行

要
行
列

式
で

掘
る
｡

シ

て
ァ

の

條
件
に

与
て
､

毒
の

層
億
が

共
に

盲
小
■

恕

■
舞
済
襲
葡

や
弟

遺
骨

析
た

顔
ナ
る
■
麓

革
■■■
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稔
一

静

叢

軍
ニ

▲
工
ハ

巷

専
三

卦

T

＼

な
､

る

條
件
は
､

-

(

喜

巧
言
T
ぎ

¥
･

三
二

<
･
`

′

l
去
る

こ

と

で

雪
｡

こ

れ

管
ヲ

ク
ス

が
､

中

間
鮎
以

下
の

歩
合
と

名
付
け

誓
條
件
に

相

雫
ノ

る
｡

そ
の

愚
昧
で

は
､

ヒ

ッ

ク

ス

流

の

主

税

的
動
畢
理

論
ほ
､

こ

こ

で

考
察
せ

る

動
畢

的
レ

オ

ン

テ

ィ

フ

健
系
の
一

つ

の

極

限
の

場
合
に

し

か

す
ぎ
た

い
｡

)

像
て
､

乗
数
の

場
合
に

お

け
る

と

同

棲
に
+

如
式
を

行
列
の

憲
放
散
に

展
開
す
れ

ぼ
､

東
武
骨

得
る
｡

r

淡

(

い
.

-

h

)

貫
こ
u
【

且

叉
○
)

＋
[

且

合
(

○
)

＋
軋

.

叉
N
)

=
【

且
ぜ
(

○

)

十
[

且
【

且

合
ハ

○
)

＋
【

且

合
(

-

)

十
【

且
軋

＋
乳

貫
い
)

=
[

且
ぜ
(

○

)

十
[

且
"

曽
】

合
(

○
)

十
[

且
【

且

杏
(

-

)

＋
[

且

合
(

N
)

十
【

h
＋
白

十

丘
乱

叉
〇

-1.
【

且

芙
○

)

十
[

ヽ

十
白

＋
白

ギ
…

十
白

三
】

丸

＋

M
【

且
†

吉
]

合
(

恥

+
-

)

b

8
-

†

●

ノ

爺

∵

眈
忙

み

た

様
紅
､

丁
8
ノ
と

共
に

[

阜
1
0

と

な
り
､

従
つ

て

右
達
薦
一

項
一は

零
に

牧

欲
し
､

第
二

項
は

【

h

-

且
l
-

乱

に

牧

欲
す
る
｡

若
し

彗
項

が
､

■

去

億
大
と

共
に

｡

農
学
る

か
､

或

設
あ

協
定
し

完
準

駁
撃
る

た
ら

ぼ
､

慧
簑
定
的
で

雪

)

だ
ろ

う
｡

以

下
に

お

い

て

昔
々

は
､

二

部
門
構
造
に

お

け
る

如
の

欒
動
に

つ

き
､

具
慶
的
数
字
例
に

よ

つ

て

検
討
し

ょ

う
｡

･

ヽ
.
.

′
3 ･1

式
の

乗

数
行

跡
に

次
の

数
字
を

代

入
す
る
｡

′
-

.ヽ
.

(

毒

焉
茸
叩

滋
一

望
･
〔
b Q

け

…

芸
箪
十
一

帖
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或
ひ

は

此

れ

を

書
換
え
る

た

ら

ば

次
の

形
を

と

る
｡
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婆
門

び
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…

…

婆
閉

門

守
一
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粥
}

右
連
帯
一

項
の

行
列

を

起
乗

数
行
列
､

第
二

項
の

そ

れ
を

加
速
度
行
列

と

名

付
け

よ

う
｡

た
r

.
慧

--
N

叫

で

あ

る
｡

畠
冨

Ⅰ
.

超
乗

数
行
列
の

列
の

和

が
､

一

若
し

く
は
そ

れ

以
下
の

場
合
｡

簡
単
た

計

算
に

よ

つ

て
､

定
常
解
は

夫
々

写
=

ご

㌧

鳴

(

喜

栗
H

苧
〔

㌍
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㌫
H

嬰
笠
ホ
…

嬰
幣
苧

{

鴫
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特
性

方
儀
式
=
勺

｢
〇
･

首
F
〇
･

言
拍

1
〇
･

ヒ
勺

-

冨
山

=
○

)

こ

れ

吉
り

増
系
路

牢
求
む

れ
ば
､

任

意
の
二

初

期
條
件

巻
)

H
(

芸
)

=
N

ヤ
冨
(

｡

)

附

重

さ
)

=

ぎ
(
-

)

H
N

∽

冨
(
-

)

u
-

ヱ

よ

り

れ

○

-

■

N

.
い

中

山

か

叫

8

一

品

堕
(

望
望
N N

…

)

(

望
…

諾
望

実
学
…
{

㍊

が

得
ら

れ

る
｡

こ

れ
は

働
か

に

減
衰
指
数
運
動
で

あ

る
｡

一

以

下
の

場
合
も

同

様
に

安
首
す
る
｡

従
つ

て

超
乗

数
行

列
の

列
の

和
が
､

一

文

は

そ

れ

以

下
で

あ

れ

ば
､

シ

ュ

ー

ア

の

條
件

ほ

満
足

さ

れ
一
る
｡

の

p
∽

e

H

I
.

(

山
.

-

ヱ

加

速
度
行
列
の

列
の

和
が
一

以

下
で

あ
つ

て
(

且
つ

超
乗

数
行

列
の

列
の

和
が
一

以
上
の

蓉
合
｡

一

一

{

㌍
H

苧
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琵
エ
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即
ち

此
の

連

動
は

減
衰
適
期
運
動
を

示
し

て

ゐ

る
｡

■
同

様
の

経
過

ほ

超
乗

数
行

列
の
一

つ

の

列

が
､

一

文

は
一

以

下
で

あ
つ

て

も

安
督
す

る
｡

従
つ

て
､

■
此
の

場
合
に

も
､

シ

ュ

ー

ア

の

條
件
が

み

た

さ

れ

て

ゐ

る

で

あ
ろ

う
｡

･

▲
ノ

侍
て
､

着
々

は
､

こ

こ

で

は

た

し

得
た

い

様
た

更
に

凄
く
一の

数
字
例
を

追
求
す
る

こ

ぅ

仁

よ

つ

て
､

倍
幾
つ

か
の

有
意

義
な

錯
綜
を

導

■
き

出

し

得
る
･
か
■
む
知

れ

な
い
｡

勿

論
､

三
つ

の

産
業
の

辟
結
が
､

三

つ

若
し

く
は

そ

れ

以

上
の

部
門
構
成
に

も
そ

の

ま
1

安
首
し

得
る

か
,

に

づ

い

て

ほ
､

一

般
的
論
断
は

た

し

得
な
い

､

で

あ
ろ

う
｡

恐

ち

く

や
､

A

部
門
と

B

部
門
の

間
に

は
､

単
に

両

部
門
の

聞
の

直
接
的
関
係

だ

け
で

は

た

く
､

更
に

C

部
朋
を

媒
介
と

す
る

閲
接
的
若
し

く

は

循
環
的
結
合
関
係
が

布
衣

す
､
る

と

考
え

ら

れ

る
｡

然
し
､

■
そ

れ

ら

は

凡

て
､

一

行
一

■
列
の

乗

数
行

列

と
一

■
行
一

列
の

加

速
密
行
列
に

立

脚
せ

る

宜

税
的
動
畢
理

静
に

は

解
明
す
る

こ

と
の

出

来
な

い

問
題
で

あ

る
｡

､

痙
帝
欒
動
の

過
程
を
､

例
え

ば
乗

数
行
列

や

加

速
度
行
列
の

如
き

構
造
理

論
に

よ

つ

で

把

握

し
ょ

う

と

す
る

試
み
は
､

既
に

し

て

ケ

ネ
ー

の

脛
韓
表
以

来
､

問
題
の

意
識
と

し
て

は

古
い

歴

史
を

持
つ

て

ゐ

る
｡

吾
々

は

更

に
､

■
脛

磨

蟄
展
の

問
題
､

生

産
力
の

問
題
､

資
本
蓄
積

の

問
題
等
に

封
し

て

も
､

上

述
の

産
業
構
造
分
析

が

如

何
に

し

て

適
用
せ

ち

れ

得
る

か

を

示

さ

な

け

れ

ば

な

ら

た

い
｡

然
し

こ
･
れ
ら

ほ
､

レ

オ

ン

テ

ィ

フ

髄
系
の

分
析

に

魂
さ

れ

た

る

将
来
の

課
題
で

あ

る
｡
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